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日本催眠医学心理学会の発展を祈って 

飯森 洋史 
（日本催眠医学心理学会 

第 55 回大会 大会準備委員長） 

日本催眠医学心理学会第 55 回大会が、いよいよ迫って参りました。米国より、Carolyn L.Daich 先

生を招聘し、情動調整と催眠について理解を深めようと企画致しました。まず、初日に Daich 先生によ

る特別ワークショップ行いますが、中級者を中心に募集したため、やや集まりが悪いような気がします。

折角の機会ですので、初級者にも解り易いようにお願い致しましたのでどんどんお申し込み下さい。

お蔭様で、催眠技法研修会には多数のお申し込みがあり満員御礼で御座います。 

テーマに合わせて、Daich 先生に基調講演を、河野良和先生に「感情コントロールと自己催眠」に

ついての教育講演を、西条先生には情動発現の脳内機構についてのランチョンセミナーをお願い致しました。

シンポジウムでは櫻井先生と川嶋先生からパニック障害について話題を、仁木先生からは背景にはトラウマ

や埋もれたトラウマ、耐え難い記憶や経験が存在する不安障害患者の催眠について話題を提供して頂く

予定です。 

 一般講演では田中新正先生からパニック障害の事例が、私からは、怒りの情動調整の事例が出されます。

研修会での事例検討でも上手先生から不安障害についての事例を出して頂く予定です。 

 また、今回は斎藤稔正先生からは「催眠によるペインコントロール」のランチョンセミナーを、一般

演題でも水谷みゆき先生からは「慢性痛に対する催眠」について、安達友紀先生から「催眠による認知的

評価の変化と痛みの耐性」についての話題を提供して頂き、痛みと催眠についての話題も本大会のサブ

テーマとなりました。 

 更に、川村則行先生には「研究デザインの組み方」の教育講演をお願いしました。催眠の実験的研究

に関するシンポジウムでは、徳田英次先生からは「催眠実験の構造と論理」について、三上一治先生

からは「催眠誘発喘息」について、福土審先生からは「催眠を用いた過敏性腸症候群の研究」について

の話題を提供して頂く予定です。この催眠の実験的研究についても、本大会のもう一つのサブテーマ

になりました。 

懇親会では、ファミローザハーモニーという素晴らしい音楽集団の演奏会を企画できましたが、残念

ながら参加人数がまだまだ足りません。参加されましたら、音楽浴によりトランス空間へ導かれ、必ずや

ご満足されると思いますので、宜しくお願い致します。当日参加でも、事前申し込みと同一料金とする

予定です。 

 最後になりましたが、その他の一般演題には様々な角度からの御発表が予定されています。学会を

盛り上げる為に演題をご提出頂いた方々には、この場を借りて御礼申し上げます。 

猶、大会を準備するにあたり再認識したことがあります。学会で研修は受けるが、臨床では使って

いない先生方が余りに多いことです。どうか、学会終了後も忘れないうちに細々でも良いですから使って

下さい。催眠を愛する人間の一人としてお願い致します。 
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学会・研修会参加印象記 

アメリカ心理学会年次大会印象記 

  

窪田 文子（いわき明星大学心理学科） 

 去る 8 月 6 日から 9 日にかけて、カナダのトロントで

アメリカ心理学会の第 117 回年次大会が開催されました。

カナダでアメリカの学会の大会が開かれるというのも不

思議に感じられるかもしれませんが、トロントは五大湖の

ひとつであるオンタリオ湖に面しており、ヒューロン湖を

挟んで隣がミシガン州という所で、アメリカとの国境に位

置しています。地理的にも文化的にもアメリカに近く、ア

メリカ人にとってトロントはアメリカの延長ととらえて

いる人も少なくないと思います。2001 年 9 月の同時テロ

事件までは、国境での検問も緩やかでパスポート確認も形

式的なものだったようで、口頭での申告で済ませられる場

合も多かったようです。しかし、その後警備も厳しくなり、

大会案内には、Don’t forget to bring your passport と

いう注意書きが添えられていました。 

大会は木曜日から日曜日までの 4 日間にわたり、木曜日

から土曜日までは朝7時から午後10時まで、最終日の日曜

日は午後 2 時までさまざまなプログラムが途切れなくスケ

ジュールされていました。プログラムの内容は、全体的な

企画として、オープニング・セッション、会長企画プログ

ラム、全体セッション、そして、今年初めて企画された

convention within the convention と題された 10 のテー

マにそってまとめられたセッションで構成され、それらと

並行して 56 の各部会が企画したシンポジウムやワークシ

ョップ、ポスター発表で構成されています。 

これらのスケジュールを載せている大会プログラム集は

電話帳ほどの厚さがあり、これに目を通してどこでどのよう

なセッションが開かれているかを見ていたのでは相当な時

間がかかるでしょう。私は、関心を持っている部会（催眠研

究や臨床研究法）の企画を中心に見ていくことにしています。

この領域に関する部会としては、第 30 部会の心理学的催眠

部会society of psychological hypnosis、第12部会の臨床

心理学部会 society of clinical psychology、第 17 部会の

カウンセリング心理学部会 society of counseling 

psychology、そして第29部会の心理療法部会psychotherapy

があります。大体これらの部会の企画に目を通して、どの

セッションに出ようか計画を立てています。また、今年は

convention within the convention の 10 のテーマのうち

の一つが実証的臨床実践evidence-based practiceだった

ので、今回はこのテーマに関連したセッションにも出てみ

ました。 

 オープニング・セッションは初日の6時から行われ、今年

は、学会の最高の栄誉である功労賞がアラン・カズディン

Alan Kazdin, Ph.D.とパトリック・デレオンPatrick DeLeon, Ph.D.

（両者とも学会長を経験）に送られました。基調講演は、

遺伝子研究の専門家であるフランシス・コリンズ

Francis Collins, Ph.D.が予定されていましたが、オバマ

政権で重責を担う予定になっており、その任命式がすむ

までは公的な場への出席が禁止されているということで、

急遽心理学者であり下院議員である方に変更されました。

それらのまじめなセレモニーの後、トロントを拠点に活動

する民族音楽の人気バンドが音楽を披露し、国際色豊かな

都市としてのトロントの雰囲気を演出し、お祭りムードを

盛り上げました。学会の会長や功労賞受賞者らをはじめ、

ほぼ会場全体が音楽に合わせてからだを動かし、楽しい雰

囲気に包まれました。さすがに、楽しみ方を心得ているア

メリカ人ならではの企画だと思いました。 

 催眠研究の部会では、これは昨年のことですが、シンポジ

ウムの場で、催眠の社会認知的理論の中心的な存在で、非状

態派の立場をとるアーヴィン・カーシュIrving Kirsh, Ph.D.

が、MRI などの脳の活動をリアルタイムで測定する機器を用

いた脳研究によって、催眠時には特定の脳の状態が観察され

ることが明らかになり、催眠という特定の状態の存在を認め

ざるを得ないと述べました。これは、催眠理論の歴史の上で

大きな展開の一つではなかったかと思いました。今年のシン

ポジウムで印象に残ったのは、更年期のさまざまな症状を

軽減するために催眠を応用しているグループの発表があり、

ＮＩＭＨ（National Institute of Mental Health）からの

研究費を得て大規模な研究がすすめられているということ

でした。 

 実証に基づく臨床実践のテーマに関するセッション

では、現在第 12 部会（臨床心理学部会）が中心となっ

てまとめた実証的臨床実践（psychological treatment）

についての歴史的経緯や現在の基準が話題とされ、実

践研究について参考になりました。これに関しては

www.psychologicaltreatment.org で詳細を見ることが

できます。 

 また、会場ではＡＰＡの出版物をはじめ心理学関連書籍

の出版社が書籍やＤＶＤを販売し、授業で活用できそうな

図書やＤＶＤを探すのに大変好都合です。 

次回の第 118 回年次大会は、2010 年 8月 12日から 15日

にカリフォルニア州のサンディエゴで予定されています。

忙殺されている日常から少し離れて、心理学や臨床実践に

ついて改めて考える機会になった数日間でした。 
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The Evolution of Psychotherapy 

はここがすごい 

徳田 英次（桐蔭横浜大学） 

2005年にエリクソン財団のThe Evolution of Psychotherapy

に参加した。今回 2009 年大会は 12 月に開かれるが、残念

ながら参加するができない。近いうちにこのニューズレタ

ーで参加された方の大会印象記を読めるものと期待して

いる。私の参加体験はもうだいぶ前のことになってしまっ

たが、この大会での体験は他では味わえない貴重な体験と

して今でも強い印象を残している。この大会のどこがすご

いのか、日本で同じようなことができるだろうか、日本の

学会に活かせるものはあるかと考えてみた。 

＜桁違いの規模と質＞ 

アメリカであるからこそ世界中から人を集められるの

かもしれない。規模としては日本心理学会や日本心理臨床

学会と比べられるかもしれないが、それらの発表者がすべ

て世界レベルの大御所になったようなものである。ほんと

うに幅広い流派から大御所が集まってきている。この規模

と質を実現することは世界中でこの大会以外には不可能

だと思う。 

大会がこれだけの規模を創り上げ維持しているのは、何

よりも第一回大会の成功が決定的であろう。第一回大会の

記録を元に編集され邦訳された誠信書房の「21 世紀の心

理療法」の解説に、当代諸学派の最も代表的な治療者たち

が一堂に会したが、これだけの大御所たちがこのように顔

を揃えることは今後ないであろうと書かれている。しかし

この大会の成功が大御所たちにも集まる意義を見出さし

めたのだろう、その後の大会でも第一回大会に負けないよ

うな規模と質を維持している。第一回の大会の成功は、そ

こにはいなかったミルトン・エリクソンという巨人の偉大

な業績であると思う。実践の人エリクソンのケースを前に

して理論的な立場から異を唱える人は想像できない。エリ

クソンの名前が冠されていたからこそ、大御所たちは理論

対立的にではなく、実践的で生産的に集まることができた

のではないかと思う。この歴史と規模と質は、どんな大会

も真似ができそうにない。やはり行くしかない。 

＜いい意味でのショーマンシップ＞ 

これだけの規模で幅広い流派からの大御所が来ている

ので、参加者は大御所たちの夢の対決、夢のコラボレーシ

ョンを見ることができる。いい意味でまさにショーである。

第一回大会のようなピリピリとした熱気はもうないのか

もしれないが、それでも参加者が見たい対決、見たいコラ

ボレーションがこれでもかと用意され、大御所たち自身も

楽しんでいるように見える。理論的に相容れないだろうな

という人も同席し、一つのトピックをめぐって、かみ合っ

たり、かみ合わなかったりしながら意見を述べている。こ

の熱気にあてられて、参加者同士も、誰はすごいとか誰は

つまらないとか、どの発言はよかったとか悪かったとか、

あちこちで意見交換している。会場を巻き込んでのショー

はやはりこの国独自のものか。 

また討論やライブスーパービジョン、ライブセッション

を中心としたプログラムなので、理論だけでは分からない

生の実践の雰囲気を知ることができる。本で読んだ大御所

たちの姿や立ち振る舞いを見るとまた新たな興味がわく。

例えば私は、それまでゲシュタルトセラピーというと「グ

ロリアと三人のセラピスト」のフリッツ・パールズのセッ

ションしか知らなかった。アーヴィン・ポルスターが舞台

上でセッションしているのを見て、一目でそのスタイルが

気に入り、理論とはまた別に自分にあったスタイルという

のを考えて勉強するキッカケになった。今は催眠の技法を

そのスタイルにうまく取り入れるのが自分の臨床の目標

になっている。 

＜いい意味で商魂たくましい＞ 

大会のプログラムはすべて映像か音声で記録されてい

る。閉会式が終わって帰るときには、ほとんどのプログラ

ムの記録をCD-ROMやDVDとして購入することができるし、

後で郵送してもらうこともできる。商魂たくましいなと感

じるとともに、誰にとっても非常に有益で合理的だなと感

心する。ずっと後になって学会誌で文字の記録を読むのと

は迫力が違う。大会の規模が大きくてすべてのセッション

に参加することはできないので、生で見られなかったプロ

グラムを見ることができるこのサービスは、本当にありが

たい。英語では理解のおぼつかなかった場面も、DVD で繰

り返し見れば何を言っているのかがだいたい分かるので、

生で見た体験を生かしつつ、理解もすすむ。費用の問題や

許可の問題など、解決すべき課題は多いだろうが、このや

り方はぜひ日本の学会や研修会でも導入を検討して貰い

たい。 

以上、特徴的な部分だけを何点か振り返ってみた。あら

ためてあの体験をふりかえってみて、やはりあの体験はあ

そこでしか味わえないなと再認識した。今回の 2009 年大

会にも仕事の都合をつけて行けばよかったと今更ながら

悔やまれる。次回大会には万難を排して参加しようと気持

ちを新たにしている次第である。 
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第 16 回 国際催眠学会印象記 

 

清水 貴裕（秋田大学教育文化学部） 

 標題の学会への参加はすでに 5 年も前の話になるので

すが、ニューズレター担当者から依頼を受けましたので、

記憶にある範囲で当時の大会について振り返ってみたい

と思います。 

第 16 回国際催眠学会（大会会長：オーストラリア、

Graham Burrow 氏）は、2004 年 10 月 17 日から 22 日まで

シンガポールで開催され、鈴木常元先生（現駒澤大学）、

徳田英次先生（現桐蔭横浜大学）とともに参加しました。

当初、当大会は 2003 年に予定されていたようなのですが、

SARS の影響で 1年開催が遅れ、開催地もシンガポールと

タイのプーケット島が予定されていたものが、シンガポー

ルだけになったという経緯があるようです。それも影響し

ているのかもしれないのですが、参加者は総勢 100 名弱程

度のとてもこぢんまりとした大会でした。しかし、そのせ

いもあって、お互い誰にでも話しかけられるような雰囲気

のあるアットホームな大会だったと思います。 

大会は、サンテック・シンガポール国際会議場で行われ

ました。大会プログラムは、初日がWelcome Party、18日

からの3日間がワークショップ、20日に Congress Dinner、

21日からの2日間が講演と一般演題というように構成され

ていました。 

私が参加したワークショップの中では、ハンガリーの

Bányai 女氏（当時の国際催眠学会会長）の話が一番記憶

に残っています。ご自身が入院したときの体験から、病院

の中で患者を「患者」として扱う様々な関わりや言葉がけ

がネガティブな暗示として働いていると述べておられま

した。Alert Hypnosis で著名な方ですが、今もなお、そ

うした自身の体験を通して催眠について考えているとい

うことに感銘を受けたことを覚えています。 

私自身は一般演題で，“Experiential Scorings for the 

Japanese Version of the Harvard Group Scale of Hypnotic 

Susceptibility, Form A and the Waterloo-Stanford Group 

C scale”というタイトルで研究発表を行いました。発表

順が午前の一番目で，フロアにいる人も大変少なかったの

ですが，それでも初めての国際学会での口頭発表というこ

とでとても緊張しており、ただでさえ不得意な英語がさら

にボロボロで，さんざんな発表でした。発表後に座長から

肩を叩かれ，「気にするな」というようなフォローをされ

たことを覚えています。そんな研究発表でしたが，それで

も発表が終わった後は，喫煙所などで何人かの人から声を

かけられ，名刺交換などもできたので，少しは発表したか

いがあったのかもしれません。 

他の参加者の発表でとてもインパクトがあったのは、ト

ルコから参加された方の発表で、催眠下で子宮摘出手術を

行ったというものでした。その内容も日本ではまずあり得

ないのですが、手術の様子を動画で流しながらの発表だっ

たのには大変驚きました。たしかその動画のせいで発表時

間がかなり超過していたはずなのですが、映像に圧倒され

てか、発表後はなぜかフロアから拍手が起きていました。 

こうした日本ではありえないような催眠研究や実践の見

聞きや、自分の発表での苦い経験などはこの大会に参加し

たことの収穫のひとつでしたが，私の中で一番の収穫だっ

たのは，論文でしかお目にかかることのない人々と実際に交

流することができたことだと思います。自分の発表の前日に

あったCongress Dinnerでは，アメリカのDavid Spiegel氏

の隣の席に座り、fMRI や PET を用いたご自身の研究の様子

について教えていただくことができました。反対に日本で

の研究の様子も聞かれ、「日本の心理学研究者は研究資金

が少なくて、なかなか fMRI のような機材は使えない」と

いうような話をしたのですが、なかなか信じてもらえませ

んでした。Congress Dinner にはその他にも多くの著名人

が参加しており、そうした人々を間近に見て話が聞けると

いうのは私にとって論文や本の中だけで存在していた

人々の人間的な面を知り、身近に感じられる体験でした。 

国際催眠学会ではこうした貴重な体験をたくさん得る

ことができて、もっと研究も英語も頑張らないといけない

とモチベーションを高めて帰国したことを、この原稿を書

きながら思い出しました。日々の仕事の忙しさから少し忘

れかけていたのですが、また気持ちを新たにして努力をし、

国際催眠学会で発表のリベンジも果たしたいと思います。 

ちなみに今年の 9 月には第 18 回の国際催眠学会がローマ

で行われており、斎藤稔正先生がご出席されたとうかがっ

ています。斎藤先生からそのときの様子を拝聴できるのが

今から楽しみです。 

催眠技法研修会参加印象記 

－研修会に参加前と参加後－ 

佐藤 欣也（北福島医療センター） 

日本催眠医学心理学会という学会を見かけたのはもう

15 年近くなると思われます。 

東京の麻酔関係の学会出席の際、隣で開催されていたの

で見にいったところ、もう終わってしまっていたのか、も

ぬけの殻でした。それから今回までのお初の研修参加まで
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くるのに私の紆余曲折の時間は長いものになりました。今

回のタイミングまで自分の中ではそこに至る時間が必要

だったからかもしれません。催眠と麻酔はかなり特殊な領

域という観点では似ていると思われます。かなりの経験を

積んで初めてわかることもある世界だと思います。ですか

ら今回の研修会は、わたしにとってかなり熱のはいったも

のになりました。 

私は、麻酔とペインクリニックが専門になりましたが、

医師になって 10 年間の麻酔領域ではストレスに見合った

麻酔量が必要という科学の中で過ごしてまいりました。ペ

インクリニックにおいても交感神経が活発になっている

からなど細分化された研究結果からブロックや服薬を中

心とした加療で過ごしてきた感があります。しかし、なに

か足りないものがある気がしていろんな学会（睡眠学会、

スポーツ医、労働衛生コンサルタント会、日本温泉物理研

究会、漢方医学）に参加して雑学を吸収してきたつもりで

した。ところが、医師 10 年目にしてベルギーのリエージ

ュ大学で催眠麻酔をしていることを知り、上司のつてで 1

カ月半研修させていただいたところ今までの先に述べた

認識は簡単に吹っ飛び今までの麻酔は一体何だったんだ

という認識にたたされてしまったのです。私の目に飛び込

んできたのはホメオパシーではないかというぐらい少な

い麻酔の量（1/20 程度それも導入時のみの量）と患者と

の会話で全身麻酔が行われている現実でした。外来では、

痛みの患者をトランス状態において自己解決できるよう

な自我を再構築させるような自己暗示であり、まったくブ

ロックや投薬は必要とされませんでした。脳の機能検査で

あるスペクトでは聞く側頭葉の反応と夢や物をみている

時に反応する後頭葉がかなり強く反応しているのが確認

されました。今までの医療行為に対し、かなり内省するよ

うな内容を解釈するため習ってきた呼吸法と会話による

日本式催眠麻酔法はないものかと手探り状態から開始す

ることとなりました。外人と違って日本人は少し、周りの

状況確認を大事にする民族意識があると思われました。麻

酔では患者さまと初めてお会いするか術前回診でお会い

するだけなので、麻酔をかける 10 分ぐらいで仲良くなる

必要があります。毎回どうしたら手術前で緊張していらっ

しゃる患者さんに話を聞いてもらえるかの練習から始め

て今回まできました。ですから今回の研修会での催眠の基

本がラポール形成にあるというのはすごく実感できるこ

とでした。 

研修会は一から学ぶつもりで参加させて頂くつもりで

したが、担当者の長谷川さんに実践研究コースを進めて頂

きました。ですから基本的知識には欠けるものの、講師の

先生の誘導がいいのか、はたまた実際にラポール形成に苦

労したせいかすんなり終われることができてこのコース

で良かったと実感しております。これからもこのような実

践的コースの開催で一人でも多くの催眠療法士？ができ、

またその一人になりたいと思っておりますので講師の皆

様方今後ともご指導のほどよろしくお願い申し上げます。 

 

委員会報告 

企画・教育委員会，研究委員会 

委員長 

松木 繁（鹿児島大学） 

先ず、今年度の活動報告ですが、学会主催研修会は一昨

年に続き、年 2回のペースで行っています。さらに昨年度

に続き、日本心理臨床学会第 28 回大会春季ワークショッ

プ（代表 田中新正先生）において臨床心理士対象に催眠

療法の研修が行われ大変な盛況でした。また、各地区での

研修会も盛んに行われています。 

企画内容については、今年度も昨年に引き続き「催眠の

臨床適用」，「催眠の実験・基礎研究」，「催眠実践の倫理」

という 3 つのテーマを中心に掲げて企画を考えてきまし

た。 

既に、今年度、第一回目の研修は、7 月 26 日(日)に大

阪大学吹田キャンパスにおいて開催され、約 70 名参加を

得て盛会裏に終了しました。この研修会においても、研修

企画には研究委員会との合同提案で出された「催眠の実

験・基礎研究」コースを設け、催眠の実験研究の促進を図

るための試みを続けています。ただ、残念なことに、まだ

まだ参加者が少ない現状があります。わが国の催眠の実

験・基礎研究の発展を願うと、さらなる研修企画の工夫が

必要なのかと考えさせられています。 

一方、「催眠の臨床適用」についての企画も、多くの会

員からの「催眠誘導はできるようになったがそれを実際に

適用する具体的な方法の研修を受けたい」という声に応え

る形で実際的な臨床場面に即したテーマで研修内容を組

み立ててもらえるように講師の先生方にはお願いしてい

ます。しかし、多くの受講者を対象にした研修会ではどう

しても“シュミレーション”型の研修しか組みようがない

ため、会員からは臨床の臨場感の乏しさを訴える意見も聞

かれたようです。今後、可能ならば、臨床場面のビデオを

使った実践的な研修を組み立てるなどの工夫を行おうか

とも考えています。ただ、こうした方法では、さまざまな

点で、患者（クライエント）や治療者（セラピスト）に対
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するリスク管理が必要になるため慎重に検討していきた

いと考えています。 

さらに、「催眠実践の倫理」については、研修の活性化

が進む時こそ最も重要なテーマとして研修会においても

強調してきました。「催眠による危険の要因は催眠にある

のでなく、催眠者にあることがあきらか」なので、「催眠

者の適性として催眠技法、心理療法についての基礎、対象

とする疾患についての専門知識、人格などが問われねばな

らない」（高石，2000）という言葉を今後も研修会で強く

訴えていきたいと思います。この言葉は、催眠実践上だけ

でなく、研修会そのもののあり方にもあてはまることです。

そうした意味では、研修会においても研修参加者の「安

心・安全」が守られるような配慮を研修委員会としても行

っていきたいと考えています。学会主催以外の各地区での

研修会の開催も増える中で、こうした点での学会全体の組

織的なリスク管理が必要と考えられますので、今後の重要

課題として取り組んでいきたいと考えています。 

この後、11 月 21 日(土)に学会大会時での技法研修会が

東洋学園大学本郷キャンパスにおいて行われます。最終ペ

ージに、21 年度の今後の研修予定をあげておきますので

奮ってご参加下さい。 

最後に研究委員会ですが、先にも書きましたように、研

修会では必ず実証研究コースを設けて、今後の催眠研究の

発展に寄与できる人材を育成する機会になればと考えて

います。そのための資金確保の手助けになればと、学会か

らの研究補助金制度を設けるべく制度案の作成に尽力し

ているところです。 

 

国際交流委員会 

委員長 

長谷川 明弘(金沢工業大学) 

 国際交流委員会は、海外の学術団体や研修会に関する情

報を含めた国際的な動向について本会の会員との橋渡し

を担当しております。 

 本委員会の活動報告ですが、窪田文子先生(いわき明星

大学)が2008年 8月14日から17日に米国ボストン、2009年

8 月 6 日から 9 日にかけてカナダのトロントで開催された

Amerian Psychologigal Association(アメリカ心理学会)

の年次大会、また 2008 年 11 月初旬にフランスのパリであ

った International body psychotherapy conference にと

それぞれ参加されました。それらの中から 1番新鮮な話題

としてカナダ・トロントでのアメリカ心理学会の第 117

回年次大会の参加体験記を窪田先生からニューズレター

上で報告をしていただく予定です。また 2009 年 11 月 20

日から 23 日に東京文京区にある東洋学園大学で開催され

る第 55 回大会において国際交流委員でもある宮田敬一理

事長(大阪大学)が海外からの講師招聘への協力をされ、情

動調整(Affect Regulation)で著名な Carolyn Daitch 先生

が初来日されることになっています。まもなく本学会の年

次大会ですので、多くの方のご参加を期待しております。 

 本稿執筆時点で 2009 年 9 月 22 から 26 日までイタリア

のローマにて第 18 回 International Society Hypnosis

の大会が開催間近です。大会テーマは、催眠と神経科学

(Hypnosis and Neurosciences: clinical implications of 

the new mind-body paradigms)となっており、国際交流委

員の斎藤稔正先生(立命館大学)が参加されております。 

 今後の国際大会関連の情報ですが、2009年 10月 21日から

25 日には、The Society for Clinical and Experimental 

Hypnosis のワークショップと大会が米国ネバダにて開催さ

れます。さらに第 6 回心理療法の発展会議(Evolution of 

Psychotherapy Conference)が米国カリフォルニアにて 12

月 9 日から 13 日に開催されます。発展会議については、

時期を繰り上げて前倒しの開催であるとのことです。 

 海外での各種大会ご参加される会員がいらっしゃ

ったらご一報をお待ちしております。他にも情報や

問 い 合 わ せ な ど ご ざ い ま し た ら  い つ で も 

hasegw_a@neptune.kanazawa-it.ac.jp まで連絡をお待ち

しております。 

 

資格認定委員会 

委員長 

井上 忠典（東京成徳大学） 

 昨年の総会、及び前号のニューズレターにおいてお伝え

してきましたとおり、学会認定資格の名称変更の必要が生

じ、これまでその準備をしてきました。会員の皆様からも

ご意見をいただき、ありがとうございました。常任理事会

等を通じて最終案を検討しているところです。今後の予定

といたしましては、11 月の第 55 回大会時に開催されます

理事会及び総会において、最終的に決定することになりま

す。従来の学会認定資格の名称は、本学会の中で歴史を刻

んで来ましたので、思い入れのある会員の皆様もいらっし

ゃることと思いますが、何卒ご了承ください。 

 また、学会認定資格を多くの会員の皆様に取得していた

だきたいと考えています。資格認定の要領に従いますと、
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申請の受付期間は9月10日から12月10日となってます。

基礎資格(従来の催眠技能士)を申請するために必要な要

件には、正会員になって 3年以上、大会への参加等の研究

実績、理論 10 時間・実技 20 時間の研修実績などがありま

す。資料請求やお問い合わせにつきましては、下記のとこ

ろまでお気軽にお問い合わせください。積極的に資格を取

得していただけますよう、よろしくお願いいたします。 

＜資格取得についての連絡・問い合わせ先：井上忠典 

t-inoue@tsu.ac.jp＞ 

 

エッセイ 

旅の仲間 

 

松原 慎（新日鐵八幡記念病院心療内科） 

 生涯で最大のギャンブルとは、人生そのものである。 

 自分をチップに未来を懸ける。先は、ある程度読めるが、

時流の流れに翻弄されることもあれば運良く救われるこ

ともある。そこに運命を感じる者もいれば、何度も土まみ

れになって再起を期す者もあり、心折れる者もいる。 

 私にとって最初のギャンブルは、九州上陸であった。親

しい人には話しているが、母親は宮城、祖母は青森と東北

系の血が半分。後は織田信長配下滝川一益に焼き討ちされ

た伊勢の一向一揆の地元である。親戚は東京や京都にはい

るものの、九州は全く縁もゆかりもない土地であった。 

 催眠現象の面白さに学生時代に触れて以来、催眠を学ぼ

うと決めたのは良いが、なかなか良い研修機会に恵まれな

かった。当時は本学会が年に 7時間研修しているのが唯一

学術的な団体の研修であったから、民間の催眠術師に習っ

た私には、学会の研修を受ける機会というのは垂涎の的と

いえた。 

 当時学生だったので仕方ないのだが、学会の外部から眺

めていると、本学会の研修は気がついた時には締切で、大

変敷居が高い印象だった。現在はインターネットの活用で

そこまで難しくないが、まだ当時は「パソコン通信」の時

代だったのだ。アマチュア無線が有線化してやっているよ

うなものであり、まだ各種の情報を出し入れするには通信

網もパソコンのパワーもついて来なかったのだ。 

 そんな頃、成瀬先生の催眠面接法やら、ウォルバーグの

催眠分析などが医学部の生協にも並んでいた。自分の大学

の精神科の医師が買う前にそういった本を購入していた

ように思う。調べると、心理学の巨人成瀬悟策と心身医学

の巨人池見酉次郎は共に九州大学で教鞭を執っていたこ

とが分かってきた。年齢を計算したらとうに引退している

と思われたが、そのような巨人を排出していたところなの

だからその弟子なり文化なりが残っているはずだと見当

をつけ、九大心療内科の門を叩いた。 

 恥ずかしい話、三代目の教授になられていた久保千春先

生のお名前は事前には全く知らなかった。アレルギーや腹

八分目に医者いらずの実証など基礎的研究で世界的にも

有名な方だったのだがそれを知ったのは入局後である。 

 研修医時代を徳洲会の ER で過ごし、戻ってきた時にお

会いしたのは今も相棒として親しい吉村隆之さんである。

彼は「臨床」心理学を学ぶためにわざわざ北海道の大学を

選び、大学院への進学は少し経験を積んでから、と若いな

りにしっかりした考えを持っていた。彼の入った時の学年

は今でも世界で活躍する人材の出た年で私の一級上であ

るが、みんなで車をツーリングして佐賀の栗山一八先生の

門を叩きに行ったというパワフルぶりである。催眠に限ら

ず、全国から久保先生を慕って集った仲間達はとにかく心

身医学を学びたいという意欲に満ちあふれていた。 

 そこで吉村さんは栗山先生の被験者となり、催眠の有用

さを実感したわけである。思えば、栗山先生が直に教えた

という意味では最後のメンバーに近いのではないだろう

か。 

 成瀬先生やら池見先生やらというビッグネームに人生

のチップを懸けたところ、そこで出会ったのは同世代の吉

村さんという旅の仲間であった。彼とはその後、福岡催眠

療法研究会の立ち上げをはじめ様々なプロジェクトを一

緒にやっていくことになる。とがってばかりでトゲのあっ

た私を時に素直に、時におおらかに、時にはたしなめて付

き合ってくれている彼にはいつも感謝している。私は彼の

素直さやおおらかさに学び、彼は私の律儀さや強迫性を取

り入れて相補的に伸びていると言える。 

 巨匠に習うことも重要ではあるが、心折れぬためには共

に歩む仲間が必要である。全く未知の土地で吉村さんとい

う知己を得たのは、極めてありがたいことであった。 

 そして福岡催眠療法研究会を立ち上げた時、第 1 回講師

をして下さった田中新正先生の縁が繋がりに繋がって上

手幸治さんとも知り合うことになる。いつも個性的なファ

ッションで楽しませてくれる人であるが、臨床センスは素

晴らしく、少し先を行く目標としていつも注目している。

こういう縁が出来たのも福催研設立というギャンブルの

一つの結果ともいえる。 

 一つ一つの縁を大切にしていくことは人間同士のネッ

トワークにとってとても重要である。経済学者の野口悠紀

雄の言う「ネットワークは力である」というのはまさにこ

のこととも思う。 

 上手さん吉村さんと松木繁先生のもとに修行に行って

いたことがあるが、皆 180cm 前後の大男で、三人揃っては
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漫画の「男塾」さながらである。その上、ファッションと

来たら一人は坊主頭に下駄、一人はネクタイにジャケット、

一人はカジュアルとまるでバラバラな出で立ちである。松

木先生に注意されたことを慰め合いながら、三人しょんぼ

りとつばめに乗って帰って来つつも、いつも再起を期して

いた。これも仲間あってこそである。 

 その上手さんが箱崎九大キャンパスで復活させていた

院生相手の催眠研。最初は私は外部から受講させて頂いて

いる立場だったのだが、最近は催眠技能の資格の関係もあ

ってなんだか主の一人のようになってしまっている。最近

は院生の関心も非常に高く、毎回 10 名近い参加者が入れ

替わり立ち替わり訪れる。九州大学の自由に学べる雰囲気

と、催眠研に限らず、壺研、ブリーフ研、アプローチ研な

ど色んな研究会が林立している層の厚さは得難いものと

して貴重な気がする。 

 最近は、なるべく自分の臨床能力の全てを出し切ること

を心がけている。研究会などで打ち合わせなしのライブで

デモンストレーションを行っていても、常に Zeig のいう

gift wrapping を心がけているのである。そのせいか、地

元の研究会では、口コミで参加者が増えている。やはり周

りの目は確かなもので、誘導技法のレジュメを一生懸命暗

唱しようと言っていた頃は内容に深さがないためであろ

う、参加者が口コミで増え続けるということはなかった。 

 現在、箱崎研の中心は吉村さんに移り、上手さんと私が

各回毎に交代のファシリテーターをしている。ある程度の

力をつけさせて頂いたのは修行に付き合って下さった松木

先生をはじめ、福催研で講師をして下さった、笠井仁先生、

田嶌誠一先生、中島央先生、児島達美先生、心療内科の先

輩である松原秀樹先生や荒木登茂子先生、などのお力によ

ることも多い。 

 このように、九州上陸という一つのギャンブルは成功し

たと言え、次なる博奕の福催研設立も本学会を始め多くの

貢献に繋がった。 

 昨年 4 月より私は北九州市に赴任し、北九州催眠研とい

う新しい賭けを始めている。そこにも素晴らしい仲間が集

まりつつあるが、それがどう繋がりや広がりを生んだかは

また次回話すことにしよう。最近は、催眠療法の効果がど

こにあるのか、ということにも関心を寄せつつあり、その

仲間達の話に加え、新しい知的刺激を求めたい気持ちも高

まってきた。次の 55 回大会では多くの諸賢と交流が持て

ることを期待している。 

 

 

研修会情報
 

1. 学会主催研修会（平成 21 年度） 

1) 平成 21 年度第 1 回学会主催研修会（終了しました） 

日時：平成 21 年 7 月 26 日(日) 

場所：大阪大学 

2) 平成 21 年度第 2 回学会主催研修会(第 55 回大会) 

日時：平成 21 年 11 月 21 日(土)  

場所：東洋学園大学本郷キャンパス 

2. 日本心理臨床学会ワークショップ（終了しました） 

日時：平成 21 年 5 月 31 日(日) 

場所：跡見学園女子大学文京キャンパス 

 

3. 今後行われる予定の地区研修会(開催時期順) 

1) 東日本催眠療法研究会第 4回研修会 

日時：平成 22 年 1 月 9 日(土)～10 日(日) 

場所：東京医科歯科大学 

2) 鹿児島臨床催眠研究会第 3回研修会 

日時：平成 22 年 2 月 28 日(日) 

場所：鹿児島大学総合教育研究棟 

3) 福岡催眠療法研究会第 15 回研修会 

日時：平成 22 年 3 月 20 日(金)～22 日(日) 

場所：九州大学発達臨床センター 

 

 

編集後記 

 今回は、海外情報をなるべく多く載せようという趣旨で編集を行いました。これから、海外学会に参加される方々にも、

参考になる情報をお寄せいただけたと思います。また、今年の国際催眠学会や The Evolution of Psychotherapy につい

て、ニューズレター等で、報告していただける方がいれば幸いです。それから、本号のもうひとつの趣旨は、大会へ向け

て盛り上げていこうというものです。そして、大会を盛り上げるだけでなく、今後の催眠学会の発展に向けて、いろいろ

なアイデアが出て、それが実現されていくことを期待しています。今回のニューズレターには、執筆していただいた先生

方から、盛り上げるためのヒントもいただいていると思います。ありがとうございました。広報委員会では、引き続き、

会員の皆様からの情報を募集しております。次号の編集担当は日本体育大学の楠本恭久先生になります。 

（編集：鈴木常元）

  

（8） NEWSLETTER No.55 （2009 年 10 月 26 日） 


